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1 ．はじめに
琉球列島（図 1 ）に広く点在する後期更新世以降の

フィッシャー充填堆積物や洞穴堆積物，および更新世
末期から完新世にかけての貝塚を中心とした遺跡は，
多様な陸生脊椎動物の化石や骨格残骸を多く保存して
いることでよく知られている（たとえば，大城 2001，
2002；大塚 2002）．これらの標本・資料についてのこ
れまでの研究は，琉球列島にかつて現在よりも多様な
陸生脊椎動物相が育まれていたこと，しかしその構成
要素の多くが更新世末期以後，絶滅ないし消滅してし

まったことを，強く示唆している（たとえば，大城・
野原 1977；沖縄県教育委員会 1985；Takahashi et al. 
2003, 2007, 2008, 2015）．こうした化石や骨格残骸は，
現生動物を対象とした分子系統学的ないし生化学的ア
プローチにもとづき推定されたこの列島の古地理仮説
（Hikida and Ota 1997 ;  Ota 1998）の検証や補強にお
いて，直接的な証拠を提示できる点で重要である（太
田 2002）．また，琉球列島における現生陸生脊椎動物
の分布記録の中には，本来の分布域ではない島嶼へ人
為的に移入されたことが明らかなものと，人為移入で
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ある可能性が高いと考えられるものが少なからず含ま
れていることから（たとえば，Ota et al. 2004 ;  前之
園・戸田 2007），このような化石や遺跡からの出土資
料は動物の在来性や外来性を補強・検証する上で実物
資料にもとづく情報を提示できる点で有意義といえる
（Nakamura et al. 2009 ;  Takahashi and Ota 2014 ;   
Takahashi et al. 2015 ;  髙橋 2015）．しかしながらそ
の一方で，これらの多くは，よく知られた分類形質を
含む部位を伴う標本の発見例が少なかったことに加
え，研究において適切な比較標本の入手が困難であっ
たためか，同定や分類が適切に行われておらず，数十
年にわたり属レベルの分類学的帰属さえ不明瞭なまま
現在に至るものも少なくない（たとえば沖縄諸島から
の“リュウキュウムカシキョン”，宮古島や沖縄島か
らの長鼻類化石など：詳しくは，大城 2001，2002；
大塚 2002；Ota 2003 などで述べられている）．この
ような同定・分類に問題がある化石や骨格残骸の
うち，カメ類のものについては近年，研究が大きく
進展し，後期更新世以後の琉球列島におけるこの分類
群の種の豊富さや動物地理に関する知見が多く蓄積
されてきた（Takahashi et al. 2003, 2007, 2008, 2015 ;  
Takahashi and Ota 2014）．カメ類は脊柱や肋骨など
の内骨格要素と皮骨性要素から構成される頑丈な甲羅
を持つため化石として良い状態で保存されやすく，ま
たこれを覆う鱗板のパタンなど分類に有用な形態形質
を併せ持ち，さらにこのグループの骨格に認められる
形態形質にもとづく系統分類学的研究もほかの脊椎動
物に対して比較的よく行われている（たとえば，
Hirayama 1985 ;  Gaf fney and Meylan 1988 ;  
Yasukawa et al. 2001）．こうしたことから，カメ類の
化石は，たとえ断片であっても部位によってはその分
類学的帰属や系統学的位置づけについての評価が可能

である点で，ほかの分類群にはない長所を持っている
（Takahashi et al. 2008）．幸いなことに，カメ類の化
石や骨格残骸は，断片的なものも含め琉球列島の多く
の島々から豊富に発見されており，ここ十数年の間で
それらについての詳細な研究や再検討がすすめられて
きた（たとえば，Takahashi et al. 2003, 2007, 2008, 
2015 ;  Takahashi and Ota 2014 ;  髙橋 2015）．その結
果，琉球列島には更新世末期まで，イシガメ科の現生
3 種（リュウキュウヤマガメ，ミナミイシガメおよび
セマルハコガメ）のほか，少なくともイシガメ科 4 種
（ 1 未記載種を含む）とリクガメ科 1 種からなる計 5
種の絶滅種が分布していたことが明らかとなっている
（Takahashi et al. 2008, 2015）．最近，こうしたカメ
類のうち，現生種に関する更新世の化石記録と遺跡か
らの骨格残骸の出土記録が簡潔にまとめられ，現生個
体群の在来性が確認されたほか，いくつかの小島嶼に
おける個体群消滅の例が示された（髙橋 2015）．本稿
では，こうした現生種の後期更新世以後における分布
データの詳細とこれまでに琉球列島の上部更新統より
報告されてきた絶滅種について概観し，その動物地理
学的意義について考察する．

2 ．材料と方法
本稿では琉球列島のうち，トカラ海峡以南の島々

の上部更新統から完新統にかけてより報告された淡
水生および陸生のカメ類の化石および骨格残骸を検
討の対象とした．情報の抽出は，主に樋泉（2011）と
Takahashi et al.（2003, 2007, 2008, 2015），および髙
橋（2015）にもとづくが，一部の未公表データも用い
て，現在までに知られている琉球列島の後期更新世か
ら現在までのカメ類相の把握を試みた．なお沖縄島の
遺跡からはスッポン［厳密にはニホンスッポン種群
（Pelodiscus sinensis species group，スッポン科）］の
記録もあるが（鶴岡 2003），近年の再検討によりこの
記録の根拠となっていた文献の参照資料には，実際に
はスッポン類は含まれていないことが明らかにされて
いる（Takahashi and Ota 2014 ;  髙橋 2015）．さら
に，現在，琉球列島に見られるニホンスッポンは，聞
き取り調査と生化学的データの解析結果から，すべて
人為移入に由来すると考えられている（佐藤ほか 
1997；Sato and Ota 1999）．こうしたことから，本稿
ではスッポンに関する記録は検討対象から除外した．
検討を行ったカメ類の記録には，年代に関する情報を
伴わないものも少なからず認められるが，これまでの
琉球列島における脊椎動物化石を含むフィッシャー充
填堆積物および洞穴堆積物の14C 年代測定値はいずれ
もおよそ ４ 万年前から １ 万年前を示していることから
（Ota 2003 ;  Takahashi et al. 2003 ;  大塚ほか 2008），

図 1．�琉球列島における陸生・淡水生カメ類の化石および遺跡
産骨格残骸が記録されている島嶼の位置．
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これらの年代を一括して後期更新世とみなした．遺跡
から記録されているカメ類の骨格残骸の年代は，一般
に考古学における歴史区分で示されており，測定年代
値があわせて示されている例は少ない．このため，本
稿ではこれらの年代を，樋泉（2011）に従い先史時代
以降の歴史区分で示した．カメの骨および鱗板の名称
は，平山（2007）に従った．

3 ．化石および遺跡産骨格残骸の記録
リクガメ科 Testudinidae
1 �）オオヤマリクガメ Manouria oyamai Takahashi, 
Otsuka and Hirayama, 2003
オオヤマリクガメは沖縄島南部［南城市（旧知念

村）上クルクバル］の後期更新世のフィッシャー充填
堆積物から発見された標本をもとに記載されたリクガ
メ科の絶滅種で，これまでにこの島のほか徳之島，伊
江島，宮古島，および与那国島からも記録されている
（表 1 ；詳細は Takahashi et al. 2003, 2008）．しかし
ながら，これらのうち，伊江島産の標本（リストに示
されたのみ；長谷川 1980）および宮古島産の標本（天
川洞の洞穴堆積物から発見された不完全な右上腕骨；
長谷川ほか 1973）は予察的に報告されて以来，再検
討されておらず，また同定の根拠となる分類形質も明
示されていない．さらに与那国島産の標本（近・遠位
部を欠いた左大腿骨；Takahashi et al. 2008）も大き
さとプロポーションよりオオヤマリクガメに同定され
たものの，たとえば同じ属に含まれる現生のエミスム
ツアシガメ M. emys（Schlegel and Müller, 1844）お
よびインプレッサムツアシガメ M. impressa（Günther, 
1882）の ２ 種との比較はなされておらず，与那国島の
化石に代表される集団が種レベルで沖縄島のものと同
じかどうかは，実はさだかでない（Takahashi et al. 

2008）．最近，これらに加えて，宮古島からの記録に
ついては上記の産地（天川洞）とは異なる場所の上部
更新統（ピンザアブ洞穴）から発見された未報告のリ
クガメ類の化石についての予察的な検討が行われ，こ
れらもオオヤマリクガメと同種に帰属するという報告
があった（髙橋ほか 2016）．ピンザアブ洞穴からの標
本は量・質ともに充実していることから，近い将来，
天川洞の標本も含め宮古島産のリクガメ類化石の種レ
ベルの帰属について詳細な比較に基づく研究の進展が
期待される．

琉球列島は生物地理学的な観点から，一般に大きく
南琉球，中琉球，北琉球の ３ エリアに分けられ，現生
の陸生脊椎動物相はそれらの間で大きく異なっている
（Ota 2000）．加えて形態や分子データの系統地理学
的解析結果からは，とりわけ中琉球とそれ以外のエリ
アとの長期にわたる分断が強調される結果が得られ，
対応する古地理学的なシナリオも提示されている
（Hikida and Ota 1997 ;  Ota 1998 ;  Okamoto 2017）．
ところが現時点での同定が正しいとすると，オオヤマ
リクガメの徳之島や沖縄島から宮古島や与那国島にか
けての中琉球と南琉球にまたがった分布は，上述のよ
うなこの地域における現生陸生脊椎動物系統の大多数
の分布パタンとは異質であり，現行の古地理仮説に対
する検証の必要性，もしくはオオヤマリクガメに対し
たとえば漂流のような，特異な分散様式を想定する必
要性が考えられる（Takahashi et al. 2008）．実際，リ
クガメ科の仲間が，比較的広い海域を漂流により分散
したことが強く示唆される事例もいくつかあることを
考えると，この可能性は否定できない（たとえば，
Caccone et al. 1999 ;  Austin et al. 2001 ;  Gerlach et al. 
2006 ;  Le et al. 2006 ;  Cheke et al. 2016 ;  Hansen et al. 
2016）．

表 1．�琉球列島の後期更新世の陸成堆積物から記録されている陸生および淡水生カメ類の記録．記録は Takahashi et al. （2008），髙
橋（2015），および高橋ほか（2016）にもとづき，＋の記号で示してある．分類学的帰属について大きな問題を含む記録には？
マークを付した． 

南琉球 中琉球
八重山諸島 宮古諸島 沖縄諸島 奄美諸島

タクサ 与那国島 石垣島 多良間島 宮古島 久米島 沖縄島 伊江島 瀬底島 古宇利島 宮城島 徳之島
オオヤマリクガメ + + + + +
セマルハコガメ + +
セマルハコガメ属の一種 + + + +
リュウキュウヤマガメ ? + +
アマミヤマガメ +
ミヤコイシガメ +
ミナミイシガメ + ?
イシガメ属の一種 +
イシガメ科の一種 + + + + +
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イシガメ科Geoemydidae
2 �）セマルハコガメ Cuora flavomarginata（Gray, 1863）
本種の化石は石垣島と与那国島の後期更新世の

フィッシャー充填堆積物から知られている（表 1 ；
Takahashi et al. 2008）．遺跡からの記録としては，西
表島の慶来慶田遺跡（近世）と石垣島の白保竿根田原
遺跡の後期更新世末期から無土器期（1,764 yBP；後
期完新世）の層準から本種と考えられる骨格残骸が報
告されている（沖縄県教育委員会 1997；波木 2013；
髙橋 2015）．現在，セマルハコガメは八重山諸島の石
垣島と西表島，台湾，および大陸東部に分布しており
（Ota et al. 2009），八重山諸島の個体群は固有亜種
（ヤエヤマセマルハコガメ：C. f. evelynae Ernst and 
Lovich, 1990）として台湾や大陸の個体群（基亜種セ
マルハコガメ：C. f. flavomarginata）から形態的に識別
されている（Yasukawa and Ota 1999）．こうした亜
種レベルで認識されている形態的な分化は，主に後期
更新世における八重山諸島の台湾や大陸からの孤立に
伴う地理的分断によると一般に考えられている（Ota 
1998）．石垣島，西表島，および与那国島からの本種
の化石や骨格残骸の出土は，こうした動物地理学的仮
説と調和的で，石垣島と西表島におけるこのカメの個
体群の近代以降の人為移入の可能性を否定し在来性を
支持するほか，比較的最近，おそらく更新世末期に与
那国島において局地的な絶滅（個体群消滅）が起こっ
たことを示している．

3 ）セマルハコガメ属の一種 Cuora sp.
沖縄諸島の沖縄島［本部町備瀬崎（大塚 1980）と

南城市上クルクバル（Takahashi 2003 ;  髙橋 未公表
データ）］，伊江島［ゴヘズ洞（長谷川ほか 1978）］，
久米島［久米島町大原（Takahashi 2003 ;  髙橋 未公
表データ）］および奄美諸島の徳之島［伊仙町小島
（Takahashi 2003 ;  髙橋 未公表データ）］に分布する
上部更新統からは，上述のセマルハコガメと同属の未
記載種が報告されている（表 1 ；Takahashi 2003 ;   
Takahashi et al. 2008）．本種は琉球列島では八重山諸
島の石垣島と西表島に現生するヤエヤマハコガメとは
腸骨の前縁の長さが後縁の長さがほぼ等しく，腹甲後
縁に小さなノッチを持ち，さらに腹甲後部腹面外縁部
において広く浅い溝を持つといった点で識別できる
とされているが，形態についての記載はこれまで公
表されていない（Takahashi 2003 ;  高橋ほか 2004； 
Takahashi et al. 2008）．また，伊江島からの記録は，
当初リュウキュウヤマガメとして報告された標本の一
部（右後腹甲骨）であるが，上述の腹甲後縁のノッチ
が確認できることから本未記載種に属すると考えられ
ている（Takahashi et al. 2008）．以上のように，本種

については標本だけでなく，分類形質や産地が十分明
らかにされていないため，こうした情報を包括的に盛
り込んでの記載に向けた，今後の研究の進展が強く望
まれる．

4 �）リュウキュウヤマガメ Geoemyda japonica Fan, 
1931
リュウキュウヤマガメの最古の化石記録は沖縄島北

部に位置する今帰仁村赤木又の一露頭より報告されて
いるが，分類形質を含め標本の詳細および写真が示さ
れていないため（Takahashi et al. 2003），適切な比較
に基づく分類形質の提示が望まれていた．最近，髙橋
（2015）は，この標本の同定結果について妥当である
所見を示したが，これは当該標本（右第 3 縁板骨）に
確認される腋下腹甲柱との縫合部が同島の後期更新世
以後の堆積物から知られるイシガメ科 ２ 種（リュウ
キュウヤマガメとセマルハコガメ属の一種）のうち前
者のみと共有されること，さらに化石とリュウキュウ
ヤマガメの同部位との形態的相違が全く認められない
ことによる（Takahashi 2003 ;  髙橋 未公表データ）．
後期更新世のリュウキュウヤマガメの化石は久米
島の久米島町大原（Takahashi 2003 ;  Takahashi et al. 
2003, 2008 ;  Otsuka et al. 2008），沖縄島中部の普天間
宮遺跡（大城 1994），南部の港川フィッシャー（長谷
川 1980；野原・伊礼 2002），および伊江島の具志原
貝塚（当山 1997），ゴヘズ洞（長谷川ほか 1978），ナ
ガラ原西貝塚（長谷川・小野 1979），およびナガラ原
東貝塚（当山・平山 2001）から記録されている
（表 1；Ota 2003 ;  Takahashi et al. 2008 ;  髙橋 2015）．
ただしこれらのうち，久米島の記録は，実際にはセマ
ルハコガメ属の一種に帰属する可能性が高いことが指
摘されている（髙橋 2015）．また，伊江島のゴヘズ洞
からは 4 点の化石が報告されているが（長谷川ほか 
1978），これらのうち少なくとも 2 点はリュウキュウ
ヤマガメとは異なると考えられており（Takahashi et 
al. 2008），残りの ２ 標本についても写真から確実に本
種に同定できるものは見うけられない（髙橋 未公表
データ）．したがって，これらの記録については，今
後の詳細な再検討が強く望まれる．港川フィッシャー
からの本種の産出報告のうち，長谷川（1980）のもの
は出土した化石の一覧に示されているに過ぎず，また
野原・伊礼（2002）は 2 点の“腹甲骨板”の写真を示
しているが，これらはいずれも部位の同定が誤ってお
り（実際は頚板骨と左第11縁板骨と考えられる），再
同定が必要である．こうした後期更新世の記録のほ
か，完新世の遺跡からも本種とされる骨格残骸が多く
発見されており，これらの中には現在，本種が分布し
ない沖縄島中・南部や沖縄諸島の他の島々（伊江島，
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古宇利島，瀬底島，および宮城島）からのものも含ま
れている．これらのうち，宮城島の遺跡（シヌグ堂遺
跡および高嶺遺跡）からの記録は，一次文献において
分類形質の記述および同定結果の検証が可能な写真が
いずれも示されていないため（表 2 ），再同定を要す
る．同様に沖縄島中・南部の記録のほとんどは，残念
ながら同定に用いられた分類形質の記述や写真等が示
されていないため同定結果を検証できないものも多い
が，リュウキュウヤマガメであることが明らかな標本
も少なからず記録されている．このことから，かつて
本種は沖縄島に広く分布していたが，後期完新世に
入って中・南部の個体群は絶滅したと考えられる．

5 �）アマミヤマガメ Geoemyda amamiensis Takahashi， 
Kato and Ota, 2007
アマミヤマガメは，徳之島の後期更新世と考えられ

るフィッシャー充填堆積物から発見された標本をもと
に記載されたヤマガメ属の絶滅種で，本属を構成する
現生の ２ 種のうち沖縄諸島の固有種リュウキュウ
ヤマガメに非常に近縁と考えられている（表 １ ；
Takahashi et al. 2007 ;  もう一種はスペングラーヤマ
ガメ G. spengleri（Gmelin, 1789））．徳之島は，層序学
的データにもとづけば中期更新世以前にすでに海面か
ら露出していたと考えられているものの，現在，沖縄
諸島とは水深500m を超える海で隔てられている（山
田ほか 2003；Takahashi et al. 2007）．このため徳之
島は，島の周縁部に発達する琉球石灰岩（徳之島層お
よび目手久層）の堆積の開始（約48万年前）以後，沖
縄諸島とは最終氷期最盛期でさえも数百メートルにお
よぶ深い海で隔てられていたと考えられている
（Takahashi et al. 2007）．これらのことから，アマミ
ヤマガメは徳之島が中期更新世以前の地理的分断によ

表 2．�沖縄島とその属島（伊江島，古宇利島，瀬底島，および宮城島）の上部更新統から完新統より報告されているリュウキュウヤ
マガメおよび本種と同種の可能性が示唆されたイシガメ科の骨格残骸の出土記録．データは樋泉（2011）によりまとめられた
もの（*で示されている）に， ５ヶ所の遺跡および化石記録を加えた．これらのうち，一次文献に相当する報告書の写真や図か
らその分類学的帰属について参照可能なものには所見を付した．形態的な記載はナガラ原東貝塚，荻堂貝塚，および嘉数テラ
ガマ遺跡からの記録を除き，行われていない．

化石産地もしくは遺跡名 年代・時代 図・
写真 所見 一次文献

沖縄島北部 宇佐浜遺跡＊ 貝塚時代後期 無 リュウキュウヤマガメ 金子（1989a）
古我知原貝塚＊ 貝塚時代早期 有 リュウキュウヤマガメ 金子（1987）
知場塚原遺跡＊ 貝塚時代中期 有 おそらくリュウキュウヤマガメ 金子（1988）
渡喜仁浜原貝塚＊ 貝塚時代中〜後期 無 不明 今帰仁村教育委員会（1977）
今帰仁城主郭東斜面＊ グスク時代 有 リュウキュウヤマガメとイシガメ科の一種 樋泉ほか（2009）
西長浜原遺跡＊ 貝塚時代中期 有 リュウキュウヤマガメ 樋泉（2006）

（伊江島） 具志原貝塚＊ 貝塚時代 有 リュウキュウヤマガメ 当山（1997）
ゴヘズ洞 後期更新世 有 セマルハコガメ属の一種 長谷川ほか（1978）
ナガラ原西貝塚＊ 貝塚時代後期 有 リュウキュウヤマガメとイシガメ科の一種 長谷川・小野（1979）
ナガラ原東貝塚＊ 貝塚時代後期 無 リュウキュウヤマガメ？ 当山・平山（2001）

（古宇利島） 古宇利原遺跡＊ 貝塚時代中期 有 リュウキュウヤマガメ 今帰仁村教育委員会（1983）
（瀬底島） アンチの上貝塚＊ 貝塚時代後期 有 リュウキュウヤマガメ 盛本（2005）
沖縄島中部 荻堂貝塚 貝塚時代早〜中期 有 リュウキュウヤマガメ Takahashi and Ota（2014）

嘉数テラガマ遺跡 貝塚時代前〜中期 有 リュウキュウヤマガメ 大城（2005）
勝連城南貝塚＊ グスク時代 有 カメ目？ 金子（1984）
地荒原貝塚＊ 貝塚時代 有 リュウキュウヤマガメとイシガメ科の一種 金子（1986）
ヂヂフチャー洞穴遺跡＊ 貝塚時代中期 無 島袋（1988）
普天間宮洞穴 後期更新世 有 リュウキュウヤマガメとイシガメ科の一種 大城（1994）
平敷屋トウバル遺跡＊ 貝塚時代後期 無 樋泉（2008）

（宮城島） シヌグ堂遺跡＊ 貝塚時代中期 有 イシガメ科属種不明 金子（1985）
高嶺遺跡＊ 貝塚時代中期 無 金子（1989b）

沖縄島南部 首里城真珠道遺跡＊ 近世 有 リュウキュウヤマガメを含む 青山（2006）
斎場御嶽 貝塚時代後期 有 おそらくリュウキュウヤマガメ 金子（1999）
港川フィッシャー 後期更新世 有 イシガメ科の一種 野原・伊礼（２００２）
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り沖縄諸島から孤立し続けた結果，リュウキュウヤマ
ガメから形態的に分化したと推定されている
（Takahashi et al. 2007）．ただし，現在まで，徳之島
と沖縄諸島の間に位置する沖永良部島と与論島から
は，この仮説を支持するアマミヤマガメないしリュウ
キュウヤマガメの化石は発見されていない．

6 �）ミ ヤ コ イ シ ガ メ Mauremys oshiroi Takahashi, 
Otsuka and Ota, 2015
ミヤコイシガメは宮古島南部の天川洞から発見され

た ２ 点の断片化石（頸板骨と腹甲前半部；長谷川ほか 
1973）に未報告の縁板骨 １ 点を加え，イシガメ属の絶
滅種ミヤコイシガメとして新種記載された（表 1 ；
Takahashi et al. 2015）．かつては予察的にミナミイシ
ガメ（八重山諸島の石垣島，西表島，および与那国島
に在来分布）として報告されていたが（長谷川ほか 
1973），詳細な比較の結果，ミナミイシガメとは大き
く異なる一方で，ニホンイシガメ Mauremys japonica
（Temminck and Schlegel, 1835）（本州，四国，およ
び九州の現生固有種）やヤベイシガメ Mauremys yabei 
（Shikama, 1949）（本州の中・後期更新世の絶滅種）
とのより高い類似性が指摘されている（Takahashi et 
al. 2015）．

7 ）ミナミイシガメ Mauremys mutica（Cantor, 1842）
ミナミイシガメの更新世の確実な化石記録はこれま

で知られていない（Takahashi et al. 2008，2014）．八
重山諸島における本種の現生個体群は，体サイズの性
的二型のパターンを含む形態的変異にもとづき別亜
種ヤエヤマイシガメ M. m. kami Yasukawa, Ota and 
Iverson, 1996として，台湾や大陸の基亜種ミナミイシ
ガメ M. m. mutica から識別されているが（Yasukawa 
et al. 1996），かつては遺跡からの記録もなかったこと
から，八重山諸島の個体群が最近の人為的移入に起源
する可能性も示唆されていた（Takahashi et al. 
2008）．最近になって，与那国島のトゥグル浜遺跡
（後期完新世初期，約4,000年前）から， 6 点に及ぶ，
本種の特徴を示す甲羅の破片が検出された（表 1 ；
Takahashi et al. 2014）．これらは，部位の重複がない
ことと，相対的なサイズの違いがないことから，おそ
らく一個体に帰属すると推定されており，また形態的
特徴から基亜種ミナミイシガメではなく亜種ヤエヤマ
イシガメに近いことが示唆されている（Takahashi et 
al. 2014）．これらのことと，いずれの標本にも解体痕
が認められていないこと，および食料として利用され
ていたと考えられるほかの脊椎動物（イノシシやウミ
ガメ類）が同遺跡から膨大に出土していることを考慮
すると，本種が当時，ヒトにより食料としての積極的

な利用のために，人為的に与那国島へ移入されたとは
考えにくい．こうしたことから，トゥグル浜遺跡から
のミナミイシガメの出土記録は，形態形質の分析結果
から示された与那国島を含む八重山諸島の個体群の在
来性を支持すると考えられる（Takahashi et al. 
2014）．

8 ）イシガメ属の一種 Mauremys sp.
宮古諸島の多良間島の上部更新統からは，近隣の八

重山諸島に現生するミナミイシガメや宮古島の上部更
新統から知られるミヤコイシガメだけでなく，本州，
四国，九州の固有種ニホンイシガメや，本州の中・上
部更新統から知られるヤベイシガメとも異なるカメ化
石が，イシガメ属の一種として報告されている（表
1 ；高橋・太田 2009）．この島は地質学的データによ
れば中期更新世まで海面下にあり（Iryu et al. 2006），
その後，海面上へ露出し島として成立したと考えられ
ている．今後，この化石について，詳細な比較にもと
づく分類の進展とその起源の解明が望まれる．

9 ）イシガメ科属種不明 Geoemydidae spp.
琉球列島の上部更新統からは，この列島に現生する

3 種ばかりでなく，上述の絶滅種 5 種とも形態的に異
なる下記のようなカメ類の化石が，多く記録されてい
る（表 1 ）．残念ながら，これらの分類学的帰属はほ
とんどわからず，今後の新たな化石の発見と詳細な比
較研究が望まれる．

伊江島：当山・平山（2001）は，ナガラ原東貝塚か
らリュウキュウヤマガメの骨格残骸を報告した際，本
種とは異なる“バタグール科”（＝イシガメ科）の化
石が検出されたことを述べている．残念ながら，この
化石に関する情報はリュウキュウヤマガメとは異なる
ということのみで，標本番号も含め詳細は示されてい
ない．伊江島の具志原貝塚からは上述のように，セマ
ルハコガメ属の一種と考えられる化石も報告されてい
るので，当山・平山（2001）の言及した化石はこれと
同種なのかもしれない．

沖縄島：沖縄島南部の港川フィッシャー遺跡から記
録された脊椎動物化石のリストには，ニホンイシガメ
（高井・長谷川 1971）ないしイシガメ属（長谷川 
1980）の記録が含められている．これらの形態的特徴
については，これまで具体的な記述，写真，図等は示
されていないため，その分類学的帰属は不明である
（髙橋 2015）．しかしながら，長谷川（1980）のリス
トでは，当該カメ化石はオオヤマリクガメとは区別さ
れており，また，琉球列島には在来のスッポン科は分
布しないことから（佐藤ほか 1997；Sato and Ota 
1999 ;  Takahashi and Ota 2014），イシガメ科に帰属
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するものと考えられる．現状では属レベルの位置づけ
に有用な形態情報が示されていないため，ここではイ
シガメ科の属種不明化石としておく．

久米島：久米島の上部更新統からは，琉球列島に現
生する 3 種のイシガメ類とも沖縄諸島から知られるセ
マルハコガメ属とも異なるとされるカメ類の縁板骨が
一点，報告されている（Takahashi et al. 2008； 図
2 ）．この化石は筆者によって2006年 9 月に久米島の
ヤジャーガマ洞穴入り口の南側に位置するくぼ地に露
出した石灰質の堆積層から発見された背甲の左後方を
構成する縁板骨（おそらく左第 ９ 縁板骨：長さ
23.3mm，幅18.4mm）で，琉球大学風樹館に保存され
ている（RUMF-GF-5016）．この化石はほぼ完全な状
態で保存されており，縁鱗板の内側の鱗溝（最大幅：
1.0mm）の位置は非常に高く，肋板骨との縫合線付
近にまで達し，非常に薄い（最厚部は後方内側で
3.6mm）．また上方へ強く反っており，これらの点で
琉球列島の第四紀から知られる淡水生および陸生カメ
類の中でも独特である．この化石を含む堆積層の層序
学的位置づけや年代は未だ解明されていないが，産状
から後期更新世とみなして差し支えないと考えられ
る．今後この化石の，より詳しい分類学的位置づけを
明らかにするために，新たな関連標本の発見が強く望
まれる．

宮古島：宮古島からは上述のように，暫定的にオオ
ヤマリクガメとされるリクガメ類とミヤコイシガメの
２ 種の絶滅種が天川洞から報告されているが（長谷川
ほか 1973；Takahashi et al. 2003, 2015），このほかピ
ンザアブ洞穴からも現生種ミナミイシガメに近いとさ
れる化石［Clemmys（=Mauremys）sp.］が報告されて

いる（沖縄県教育委員会，1985）．このカメ化石は内
側部を欠いた右下腹甲骨 １ 点のみであるが，標本の写
真をもとに比較してみると，背面縁部のリップ（鱗板
で覆われる肥厚帯）が幅広く，腹面において腹鱗板と
股鱗板の間の鱗溝が内側後方へ大きく湾入しており，
さらに側後方縁部が内側へ向かい浅く湾入している点
でミナミイシガメとは異なる．ミヤコイシガメについ
ては，当該部位が発見されていないため，この化石と
比較することができない．最近，ピンザアブ洞穴から
発見された脊椎動物化石の中から，新たにこの化石と
は異なる部位からなるイシガメ科の化石が検出された
が，これらにはミヤコイシガメともミナミイシガメと
も異なる形質が認められた（髙橋ほか 2016）．これら
の化石は後期更新世の宮古島に，少なくとも ２ 種のイ
シガメ類が分布していたことを示唆している．今後，
こうしたイシガメ類の化石の分類学的帰属を明らかに
するために，新たな標本の発見と詳細な比較検討が強
く望まれる．

石垣島：石垣島南部の石城山に局所的に発達する
フィッシャー充填堆積物からは，予察的にミナミイシ
ガメとして報告された １ 点の上腕骨の化石が知られて
いる（長谷川・野原 1978）．しかしながら，化石の同
定に用いられた形質は明示されておらず，写真に示さ
れた上腕骨化石の内側突起はミナミイシガメの現地産
亜種であるヤエヤマイシガメのものと比較すると，未
発達であるように見受けられる．このことから，今
後，八重山諸島にほぼ同所的に分布するセマルハコガ
メ（亜種ヤエヤマセマルハコガメ）との比較が望まれ
る．石城山のフィッシャー堆積物の年代は更新世末期
と考えられているが（長谷川・野原 1978），放射年代

図 2．�久米島の仲地に分布する石灰質に富む堆積物から発見されたイシガメ科の一種の左第 ９縁板（RUMF-GF-5016）．
　　　A，前方観；B，背面観；C，腹面観；D，後方観．スケールバーは 1 cmを示す．
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測定にもとづくものではなく，最近に示された琉球列
島におけるフィッシャーや洞穴の含化石堆積物の放射
年代（おおよそ 1 万年から 4 万年前の範囲；大塚ほか 
2008）を参照したものにすぎず，正確な年代に関する
検討が必要である．

４ ．考察
以上のレビューにより，琉球列島の上部更新統から

はこれまでに 5 種（リクガメ科 1 種とイシガメ科 4
種）のカメ類の絶滅種が記録されていること，加えて
既知種とは異なる特徴を示すイシガメ属らしい 1 種が
多良間島から，さらにイシガメ科であることは確から
しいものの詳細な分類学的帰属が不明のものが沖縄諸
島，宮古諸島，および八重山諸島から知られているこ
と（Takahashi et al. 2008，2015；髙橋ほか 2016；表
1 ）が，示された．以上の結果は，現生の在来種が 3
種しかいない琉球列島に，かつては加えて 6 種以上の
カメ類が分布していたこと，後者のすべてが更新世末
期以降の短期間のうちに絶滅したことを示している．
さらには現生 3 種についても，たとえばリュウキュウ
ヤマガメは少なくとも伊江島，古宇利島，瀬底島の ３
島と沖縄島の中・南部から，セマルハコガメも少なく
とも与那国島から，後期更新世以降に個体群が消滅し
てしまい，分布域が縮小してきていることが明らかに
なった．こうした絶滅および個体群消滅の要因につい
ては未だ明らかとなっていないが，更新世末の最終氷
期以降に想定される著しい気候の変化や，その少し前
に琉球に到達したとされる人類（高宮ほか 1975；
Matu’ura 1982 ;  浜田 1985；Nakagawa et al. 2010）
の影響下での生息環境の悪化，あるいは人類による直
接的な捕食，あるいはこれらの両方が，原因ではない
かとされている（Takahashi et al. 2003, 2008）．

琉球列島の上部更新統と完新統からこれまでに記録
されているカメ類のうち，オオヤマリクガメとミヤコ
イシガメを除くすべての種の産地が，おおよそ上で述
べたような現生の非飛翔性陸生脊椎動物の分布パタン
に沿っており，現在，一般に受け入れられている中琉
球の前期更新世もしくはそれ以前（後期中新世から鮮
新世）における北琉球および南琉球からの孤立を想定
する古地理仮説（Hikida and Ota 1997 ;  Ota 1998）と
調和的である．一方，オオヤマリクガメだけは，化石
の産地が中琉球と南琉球の境界であるケラマギャップ
をまたいでその両側にあり（Takahashi et al. 2008），
現行の古地理仮説と非調和的である．ただし上述のよ
うに，宮古島と与那国島の標本は形態形質についての
検討が不十分であるため，その分類学的帰属について
は検証を要する．とくに宮古島は，島のほとんどが琉
球石灰岩で覆われており，その成立史は中期更新世を

遡らないと考えられている（Iryu et al. 2006 ;  河名 
2002）．こうしたことから，宮古島産の化石の同定結
果が正しいのであれば，本種は中期更新世以降に宮古
島へ，海流を介して分散した可能性が考えられる．

宮古島のミヤコイシガメは，イシガメ属の中で地理
的に近い八重山諸島に在来分布するミナミイシガメと
は大きく異なる一方，本州，四国，および九州の固有
種ニホンイシガメや，本州の中・後期更新世から知ら
れるヤベイシガメとの類似性が指摘されている
（Takahashi et al. 2015）．宮古諸島の現生陸生生物相
は，多くが八重山諸島との共通種で構成されているも
のの，この地域固有の種や系統も少なからず知られて
いる（たとえばミヤコヒメヘビやミヤコトカゲ；Ota 
1998）．さらに同島のミヤコイシガメと同じ層準の上
部更新統からは，“ミヤコノロジカ”や“ミヤコムカ
シネズミ”［ただし，これらの分類学的な位置づけに
ついては再検討が必要である；詳細は Ota（2003）お
よび Takahashi et al.（2015）を参照］といった宮古
諸島固有の絶滅種が少なからず発見されている（長谷
川ほか 1973；沖縄県教育委員会 1985；Kawaguchi et 
al. 2009）．ミヤコイシガメの発見は，こうした絶滅系
統も含め宮古島の動物相の独自性をさらに強調する結
果となっている．

宮古島の上部更新統から報告されたイシガメ科の一
種は，ミヤコイシガメだけでなく，これまでに琉球列
島より知られているイシガメ科の他種とも異なってい
る（髙橋ほか 2016；髙橋　未公表データ）．また，多
良間島の上部更新統からも，種レベルの位置づけは未
だ不明であるもののイシガメ属の化石が報告されてい
る．これらはごく最近の発見であるが，それ以前の研
究結果とあわせると，在来のカメ類は全く生息してい
ない宮古諸島に，少なくとも後期更新世までには 3 種
ないし 4 種のカメ類（オオヤマリクガメ，ミヤコイシ
ガメ，イシガメ属の一種，およびイシガメ科の一種）
が分布していたことになり，興味深い．宮古島の上部
更新統からは，上述の“ミヤコノロジカ”や“ミヤコ
ムカシネズミ”だけでなく，ヤマネコ属とされるネコ
科の一種やハタネズミ属，ハブ属など現在この島には
全く見られない陸生動物の化石が豊富に発見されてい
る（沖縄県教育委員会 1985；Ota 2003）．カメ類をは
じめとするこうした動物化石は，かつてこの島を含む
宮古諸島が地質学的な尺度で見ればほんのつい最近ま
で，陸生動物相の独自性だけでなく種の豊富さ
（species richness）においても豊かな場所であった
とする説（太田・髙橋 2008）を補強している．しか
しながら，以上に挙げたもののうち，分類学的帰属と
系統学的位置づけが明確になっているものは，残念な
がらほとんどなく，今後，この問題を解消するための
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さらなる研究の推進が，強く期待される．
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